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研 究 主 題

「多様 な学習活動 を取 り入れ 、主体的 に学び続 ける意欲 ・態度を育 てる指導方法 の工 夫」

1主 題設定の理 由

現 在の社会 は、科学技術 の進歩 と産業 の進展 によって、国際化、情報化 、産業構造 の変 化 が

著 し く進 み、生活様式 や価値観が多様化 して いる。当然 なが ら、生 徒の生活環境 やそれ に と も

な う生活意識 に も変化が生 じて きて いる ものと考え られ る。変化す る社会 に生涯 を通 じて学 び

続 け、た くま しく生 き抜 いて い くための基礎 となる力を身 につ けさせて い くことが学校教 育 の

今 日的 な課題 で もあ る。

情報化社会 の中で中学生 は、次 々と新 しい知識 を身 にっ けて もい るが、溢れ出 る情報量 の中

で、単 に、情報 の 「受 け手」 に終始 して しまいがちな側面 もあ る。社会科 の授業 はこのよ うな

中学生 の特徴 とその置か れて い る状況 を踏 まえ、展開 させ る ことが必要 であ る。

しか し、従来か ら行われて きた授業 の多 くは、知識 ・理解 が中心 とな り、いわゆ る教 師主導

の画一 的な もの にな りが ちであった。 また、興味 ・関心 を高 めるための実物 資料 や視 聴覚機 器

の導入 な どの工夫 も行われて いるが、生 徒の主体的な活 動、課 題意識 を高 め るとい った意 味 で

は、 まだまだ、不十 分 な点 も見 られ る。 この よ うな授業 の展開で は 「社会の変化 に 自ら対応 で

きる心豊 かな人 間の育 成」 に対す る十分 な取 り組み と して は、不十分 で あろ う。

さ らに、学習指導要 領にお いて は、国民一 人一 人が生涯 を通 じ、 自 ら学 び続 けて い くこ とが

重 要 とされている。 このために は、一人一人 が 自己の個性 を生 か し、積極 的 に自己実現 を図 っ

て いけるよ う、基礎 ・基本 の徹底 を土台 として、課題意識 を もたせ、自 らの手で課題解決 を 目

指す よ うな学習 が必要 であ ると考 え る。 また、適切 な資料 を用 いた学習 や討議法 の工夫 な ど に

よ って社会的 な見方 ・考 え方 を育 て るとともに、評価方法 を工夫す る ことによ って、主体 的 に

学 び続 ける意欲 ・態度 ・能力 が培 われ ると考 える。

以上 の よ うな観点か ら、上記 の研究主題 を設定 した。

そ して、本研究 にお いて は、以下 の手順 に基づ き、主体的 に学 び続 け る意欲 ・態 度が育 っ よ

うな学 習活動 の工 夫を行 った。

①身近 な社 会的事象を取 り上 げ、適切 な資料を活用す る。

②適切 な課題 を設 けて学 習す る手法を取 り入れ る。

③個 々の生徒 の特性 を生 かす討議 法や体験 的学 習を工夫 す る。

研究を進 め るにあた って は、歴 史的分野 と公民 的分野 の2っ の分科 会に分かれ、共通主 題 に

基 づ いた分野別研究主題 をそれぞれ設定 し、主題 に迫 ることに した。
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ll歴 史 的分野

主体的 な学習 を通 し歴史的事象 を多角的 に考察、判断 し、 自 らの生 き方 に生 かす力を育 て る

指 導方法 の工夫

1主 題設定 の理 由

現代 の中学校 教育で は、豊 かな人間性 に裏付 けされ た日本人 の育成 と、 目ま ぐる しく変 化

す る社会 に対応 す る生 涯学習 を前提 とした自己教育力の育成が求 め られて い る。 ま た、 「新

しい学力観」 の示 され た背景 に も、同様の考 え方が あ り、社会科 にお いて は、 「社会 的 な事

象 に対す る関心 、意 欲、態度」「社会 的な思考 、判断」 などの観 点 によ る評 価 が 重要 視 され

て いると考 え る。

本 分科会 では、 この 自己教育力を 「主体的 に学ぶ意 欲、態度、能力 」 と して と らえ 、 「自

己の可 能性 を切 り開 き自己実現を図 る力」 と して解釈 した。そ して、授業 に多様 な学習 活 動

を取 り入れ る ことによ り、「主体 的に学ぶ意欲 、態度、能力」 の育成 を図 ろ うと考 えた。

主体 的 に学ぶ意欲 、態度 を喚起す るため には、 自 ら取 材 し、発見す る学習 によ り、好 奇心

の高 まり、 また驚 きや感動 な どを得 る学 習体験が必要で ある。 また、 自 ら集 めた資料 な どを

分析 し考 察す る学習 を通 し、思考 力、判 断力を育 む学 習が必要 であ る。

以上 の よ うな考 え方 か ら、本研究主題 を設 定 し、多様 な学 習活動 と して、視聴覚機 器 の活

用 、取材 な どによる資料収集 、ま とあかたや発表方法 の工夫 、班 によ るグループ学 習等 を取

り入 れ、「主体 的に学 ぶ意 欲、態度、能力」 に迫 るたあの指導方法の工夫 を図 った。

教材 と して、近現代史 の充実 とい う歴 史的分野 の課題 を も踏 まえ 、「第 二 次世 界 大 戦 とEI

本」 を取 り上 げて主題 に迫 ることと した。今 日の国際 化時代 において、 自国の歴史 を学 ぶ こ

との大切 さは言 うまで もない ことであ る。そ して、中で もア ジア近 隣諸 国 との友好 、平 和 の

実現 に尽 くす態度の育成を重視 した指導計画 を立 て る必要 があ ると考 え る。

第二次世 界大戦が終結 してか ら、半世紀 が経過 しよ うと してい る。 この時代 にっ いて は多

くの体験者 が家族 や身近 な人 々の中にいる。直接 の取材活動 や、肌 で感 じるこ とので き る教

材で ある。 また この時代 にっ いて は、 マス コ ミに登場す る機会 も多 く、地域 の資料館 な どの

展示 も充実 してお り、資料 の入手 にっ いての利点 も多 い。

この よ うな ことか ら、本研究 では、多様 な学習活動 と して、

・視聴覚教材 の活 用、取材 などによる資料収集

・まとめや発 表の工 夫

・班 によ るグループ学習の導入

・自己のよ さの発見 にっ なが る自己評価の工夫

な どで、主体 的な学習 を促す指導の工 夫を行 い、多角的 に考察、判断 させ、 自らの生 きる力

を高 あ ることを 目指 して研究を推進 す ることと した。
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2研 究 のね らい と方法

(1}研 究 のね らい

歴史 的分野 にお ける学習で は、特 に教師主導型 の一斉授業 による説 明的 な指導が行 わ れ

る傾向 が多 く見 られ、知識 ・理解中心 の授業 にな りやす い。 また、 その結 果、授業 にお い

て生徒 が、主 体的活動がで きる学習場面が少 ない といえ る。

こう した状 況を改善す るために、指導内容 の精選 と指導方法 を工夫 し、生徒 が社会 の変

化 に主体 的に対 応 し、 自 らの生 き方 に生 かす力の育成が できる学習活動 の工夫 と して 、 次

の方法 を試 みた。

ア、主体 的な学 習活動 と して、取材、資料収集、発表、話 し合 いなど自 ら活動 す る授 業 を

展開 し、歴 史 にっ いて多角的 な考 察や判断を体験 させ る。

イ、 これか らの 日本や世 界の在 り方 にっ いて、 自分の生 き方 と重ね合 わせなが ら考え る こ

とによ り、歴 史に対 す るよ り深 い理解 と学 び続 ける意欲を喚起 す る。

ウ、主 体的 な学 習を促 すたあ に、 自己評 価、相互評価等 を取 り入れ、1単 位時 間及 び単 元

の指導計画 に基 づ き、評 価方法の工夫 をす る。

(2)研 究 方法

ア、戦時下の国民生活に焦点をあて、学習内容を再構成 し、指導計画や評価計画を作成す る。

イ、生徒 の身近 な生活 との関連 を考慮 に入 れ、作業 的、体験 的な学 習を取 り入 れ る。

ウ、 資料 の収集を積極的 に行 い、効果的 に活用す る。

エ、指導 と評価 の一体化 を図 る指導案 を工夫す る。

オ、研究授 業 によ って研究 内容 を検証す る。

3研 究 の内容

(1>学 習活動 の形 態 と評 価

本研究 では、1単 元の流れを3段 階 に分 け、各段階 を積み上 げる ことを通 しさまざ ま な

能 力(関 心 、意欲 、態度 、思考 力、判 断力、技 能、表現、知識、理解等)を 育成 で きる よ

うに工 夫 してみた。下記 の図で示す ように1単 位 時間 の授業の中で 、す べての能力 の育成

を 目標 とす るのではな く、各段 階(各 単位 時間)ご とに適 した能力 を育成 し、1単 元 の学

習 を トータルで とらえ、その中でそれぞれの能力 を育成す るよ うに構成 した。

麗
圃
評 価

生徒 への

働 きか け

単 元 「第二 次世 界大戦 と日本 」

l
i

一 一

学習課題の発見 具体的 イメー ジ、

基礎的技術の育成

基礎的 、基本的 な

知識、理解

一斉授業+

個別学習

班学習 一斉授業+班 学習

+個 別学習

関心(気 づ く)

意 欲(作 業 す る)

態度(探 求 す る、

追及する)

原 渤 ・判断力ll

(考え る、 まとめる)

技能、表現

(発表す る、表現す る)

知識、理解

(社会認識力、

歴史認識力)

」

匪 璽 言発、せる
自己を確認 させ る 主体性を鷹 す司

i一

※ 左図 は左 か ら右へ と段

階 を踏む ものではな く、

1単 位時間 、1単 元の

学習 の中で生 徒に身に

っ けさせ たい、社 会科

の学力で ある。

一4一



ア、個別学 習

戦争 体験者 か らの聞 き取 りや、図書館等 を利用 した取材活動 を させ る ことによ って 、

発 見す る学習 、驚 きや感動 を得 る学 習を体験 させ る。

イ、班学 習

それぞれ が取材 した課題 内容 を、班 内又 は班相互 で発表 し合 い、分析 し考察 させ る こ

とによ って 、思考力 、判 断力を育 む。又、その内容 を まとあて発 表 させ ることによって、

表現力を培 う。

ウ、一 斉授業

教育 機器 や資料 を効果 的に活 用 し、学 習課題 の発見 や、 アや イで学習 した内容 を確 認

させ、基礎的 、基本 的な知識 、理解 を身 にっけ させ る。

(2)単 元の構成

ア、教 材化 に当た って

歴史的分野 において近現 代史の学 習の充実を図 ることは、今 日的課題 であ り、国 際化

時代 に対応 で きる力 を育 て る上 で も重 要であ る。

本単元 のね らい は、世 界の動 きと我 が国の国内の動 きが密接 に関連 しあ って いる こ と

に留意 しなが ら、昭和 の前半期 の国際政治 ・経済 の動 向、国内の経済混乱 と社 会問題 、

第二 次世界大戦 と我 が国 のかかわ りな どを多角的に理解 させ ることであ る。

そ して 「第二次世界大戦 」 にっいて は、我 が国をめ ぐる動 きや 「ア ジア諸国 との関係」、

さ らに戦争 中の国民 の生活 や行動 の有様 に着 目させ、大戦 が人類 全体 に多 くの惨 禍 を及

ぼ した ことを踏 まえ、世界平和 の実現 に努 あ ることが大切 であ ることを理解 させ る。

ユ ネスコ憲章前文 に、「戦争 は人の心か ら起 こる。 ゆえに、平 和 の砦 は人 の心 の上 に

築 かねば な らない」 とあ る。戦争 に対 す る子供 のイ メージが変化 して い ると言 われ る今

日、様 々 な資料 の活用 を図 り、多角 的に理解 させ るとともに、生 徒 の心 に訴 え る授業 の

展開 を 目指 したい。

イ、単元 の関連図

第二次 世界大戦 はどのよ うな経過 をた どり、 日本 は太平洋戦争 に どのよ うな経過 、 目

的 で参戦 して いったか、 また第二次世界大戦 は人類 に どのよ うな惨禍をお よぼ したか、

「戦 時下 の国民生活」 に焦点 をあてなが ら、12時 間扱 い(上 限 を想定 し、 補充 、深 化 の

時間 と合 わせた)で 構 成 した。

口 は学習事項。①、②、④～⑦、⑨、⑩は指導計画の取り扱い校時を示す。
④
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指導計画

時 学 習 内 容 学 習 活 動
丁 指 導 上 の 留 意 点]

1,第 二次世界大戦が日本およ 1,本 時は単元全体の導入 と位置

1 び 世 界 の 国 々 に も た ら した 惨1 付 け、生徒 に イ ンパ ク トを与 え

1状 を知 る・
る教材 ・資料等の用意の工夫 に

・戦時下の国民生活
2.生 徒 に興味 ・関心 を持 たせ

努 める。

2.単 に戦争 の悲惨 に気づかせ る

時 るために身近な地域等を題材 だけでなく、その原因や背景な

に取 り上げ、この単元の学ぶ どにっいて考えさせる指導の工

意義を理解する。 夫を図 る。

1.適 切な課題を設定 した班学 1。 適切 な課題 を設 けた プ リン ト

習を行 う。 を班 ごとに用意 し、調べ活動を

2 一 ・わが国の明治以降の歴史
通 して基礎の理解を促す。

・単 元のあ らま し ・なぜ、 フ ァシズムが台頭 2.単 元の外観の理解 とともに導

時 したのか。 入時で感 じた戦争に対する思い

一 ・日本の軍部の台頭
や疑問を訴える指導に留意する。

(班学習1)

1.各 班 ごとに第2時 の課題学 1.単 元内で取 り上げている歴史

3
習を通 して得 た成果をもとに 的事項を生徒が作成 したカー ド

年表を作成する。 を使用 し、それを時代順に並べ
歴史年表作成1

2.班 学習を通 して単元におけ ることを通 して単元の概観をっ
時

る基礎的事項の確認を行 う。 か ませ る。

(班学習2) (備考1参 照)

4 「:騰 台頭と・。

・世界恐慌と各国の対策を理解

する。

1.世 界恐慌か ら第二次世界大戦

の終結までの歴史の流れを視聴

シズム ・フ ァシズムや 日本の軍部の台 覚教材等を利用 して理解させる。
●

・日本の不景気 と軍部 頭を理解する。

5 L の台頭 ・旧満州の位置等日本 の大陸進 2.第2・3時 の班学 習の成果 を

●
一 ・日本 の大陸進出

出を地図を利用 して具体的に 利用 した指導の工夫に努 める。

6 ・国際連盟の脱退 理解す る。

●
・日中戦争と戦争の長 ・国際連盟の脱退やアジアを含 3.導 入時で感 じた感想や疑問を

7

一 期化 めた我が国と世界の関係を理 説き明かそうとする意欲を引 き

時 「 ・第二次世界大戦I

L:題灘 敗■

解する。

・大戦の経過 と戦争の終結を理

解する。

出す指導に留意する。
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[　 　 2一巨一 一:}1-一 磐
班学習iと 班学習2(歴 史年 1

表作成1)で 調べた内容を関 2.導 入時で感 じた疑 問や興 味 ・

連づけ、あらたに解 ったこと1関 心を土台に取 り組んだ班学習
1

81
1

や疑問点を加えた歴史年表212の 内容を、単元全体から傭目敢

を作成す る。 で きるよ うに指導 ・助言 す る。

時
i3.轍 ・多 くの惨禍をもた らせ

② 学習課題の発見 2.話 し合い活動や発表を通 しiた ことを認識 させる指導の工夫

1て生まれた単元に対する興味 ・ をす る
。

関心を班内で発表 し合い、班

学 習4の 準備をす る。}4.生 徒 自 らが課題 を設定 で きる

(班学習3)1よ う鱒.助 言をする。

9
【戦時下の国民生活】 1.班 ごとに課題 を設 け、学 習11.前 時 までの学 習成 果を土台 に

●

① 学習課題の設定 の段取 りを決める。 深化 した課題の設定ができる助
[

2.各 班 ごとに作業 を進 め る。 言 の工夫 に努 ある。
10

時
② 学習課題のまとめ 3.ま とめ(発 表)の 作業 を行12.適 切 な資料の用意 や助言 を与

う 。(班 学 習 、)iえ る 。

1

11
1.各 班 ごとに発表をおこな う。 1.終 了後、各班の発表内容等を

時

発表会
[相 互 的 ・自己的 な評価 ア ンケー

2.学 習 し憾 想 を書 く。}ト を難 す る。
1

(宿題)

1.発 表 を通 して単 元 のま とあを

12 す る 。

単元のまとめ
1●各自の感想を撒 する・12識 争が多 くの惨概 与えたこ

時 tと を 理 解 さ せ 、 平 和 の 尊 さ を 認
1

1識 させ る。

事 【授業以外の個人学習】 ・身近 な地域 の人々を通 して、 1.取 材 内容等 にっ いてプ ライバ

前

学

習

・第二次世界大戦に関する

資料の収集(身 近な地域

の人々への取材)

取材 、 レポー トを事前 に提 出 シーな どに十分 に注意 す る。

{
す る・}

}2・ 提 出 され た レポー トを さ らに1補充 させ る指導 をす る
・

1

2

ド

ド

一

一

カ

カ

ー

2

考

考

備

備

歴史的事項

取材 した内容の抜粋(授 業以外の個人学習時に作成)
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学 習指導案(第1時)

ア、主題 「戦 時下の国民生活」

イ、本時 の 目標

(ガ 身近 な地域を題材 に取 り上 げ ることを通 して、単元 に対す る興味 、関心を持 たせ る。

(イ)戦 争 の悲惨 さに気 づかせ るだ けでな く、戦争 に対 して多角的に考察 、判断 で きるき っ

か けをっ くる。

ウ、展開

時 学習活動、学習内容 指導上 の留意点 評価の観点 資 料

導入 ①生徒が描いた戦争に対 ・事前指導を十分に行 う。 ・TPシ ー

す るイ メ ー ジ画 をみ て、 ・できるだけ多 くの生徒の作品を ⑲小学校で学習したこと ト

15分 学習課題に気づ く。 見せるように配慮する。
や本やテ レビ、聞き取 り

(班 ・一 斉) ・課題を見っける目を持っことを 調査を通 して知ったこと

意識させる。
を描 い て い る。

展開 陽 近な地域には、どのような戦争体験力・あ・たのだろうか1

30分 ②身近な入に尋ねた戦争 ・クラス全体が、生徒の発表を聞 ・実 物

に対する取材内容を生 くだ け で な く、疑 問 に思 った こ
⑧みんなに解るように発 焼夷弾

徒代表が発表す る。 とを質問出来 るようにメモを取 表に工夫をこらす。 防空頭巾

・祖父の戦争中の暮らし らせる ⑭⑩和泉中学区域にも戦 衣料切符

・祖母の戦争体験談 ・戦争中の実物を単に提示するだ 争被害があり、様々な困 ・OHP

・日中戦争祖父に聞 く けでな く、視覚、聴覚、感覚等 難な生活を していたこと

(個 ・班) を通 しクラス全体が追体験でき
を理解する。

1る よ うに配 慮 す る・

墜 争をアジァ咽 民は・どのようにとらえていたのだろう}

③ シンガポールの教科書 ・当時の情勢を多角的にとらえら ・ア ジア の

の表紙を見て、戦争に れるように配慮する。 ⑳⑲戦争にっいて過去の 教科書

ついて様々な角度か ら ・提示資料を自分のものとして、 ものとせず、身近な出来 ・OHP

考察する。 追体験できるような学習環境を
事 として、自らの生 き方

(一斉 ・個 ・班) つ く る 。
とも合わせて思考 してみ

・世界平和の大切 さを理解 させる る。班討議 し各班と意見

よ う努 め る。 1を交流する。

まとめ 障 識 の結果さらに学びたい・と凝 問に思・た・となどを講 し樋 いに学びあ列

5分 ・授 業 の 流 れ とポ イ ン ト ・各班が戦争 にっいて、どのよう ・6枚 のカー

の確認 なことを学習 したいか、相互 に ⑧⑳カー ドを活用 して今 ド

(班 ・一 斉) 確認 しあえるように配慮する。 後戦争について何を学習 (TPシ ー

した いか 考 え る。 ト)

【 1

指導 と評価 の一 体化を図 るために、学習形態(個 別)(班)(一 斉)と 明記 し、評価 につ

いて は評価 の観点を⑳(関 心、意欲、態度)⑲(思 考力 、 判 断力)@(技 能 、 表現)⑳

(知 識 、理解)と 表記 した。

エ、評価

(ア)色 々な見方、考 え方 に触 れ、学習意欲 の高揚 を図 れたか。

α)今 後の学習の中で、戦争に対す る多角的な見方を培 うきっかけをっかむ ことができたか。
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【事 前調査1】 生徒 が学 習す る以前 に描 いた戦争 に対す るイメー ジ画(中 学1年 生7月 調査)

魯 ・触
△
▽

【事前調 査2】 戦争 か らどんな印象を受 け

ます か

謬
繕 卸 齢タ

翻

嚇
【事前調査3】 戦時下 の国民生活 はどん な

暮 らしで したか

・こわ い
、 戦 闘 機 が飛 ん で い る

・た くさん の家 が燃 え た り、大 勢 の 人 が 死 ん で しま う

・体 に人 の血 が か か る 、黒 い雨 が ふ る

・国 と国 との威 力 、 国 の強 さ を み せ る た め の もの

・ピカ ドン、千 羽鶴

・原 爆 、東 京 大 空 襲 、 ポ ッ ダ ム宣 言

・広 島 、長 崎 の原 爆 、食 料 難 、PKO

・一 人 ぼ っ ち に な りそ う、焼 け野 原

・悲 し く無 残 な姿 、 多 くの人 の死 、残 され た人 の苦 労

・と て も こわ い、 あ って は な らな い こ と

・食 料 が な くて
、防 空 壕 の 中 に い た

・いっ で も逃 げ られ る よ うに 、 目立 た な い生 活

・家 族 が い な くな って 一 人 に な り
、死 ん で い く

・ダイ コ ンを か じ って 食 べ た
、 何 で も食 べ た

・い っ爆 弾 が ふ って きて もよ い よ う に
、 防 空 頭 巾 を か

ぶ っ て い た

・ 「ぜ い た くは敵 」 が ス ロー ガ ン とな って い た

・サ イ レ ンが いっ な るか 、 い っ な るか 、 ど き ど き して

い る

・不安 、 食物 が な い、 疎 開 す る

・配 給 で 食料 を も ら って い た

・い っ も空 襲 に お び え な が ら、 とて も こわ か った
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⑤ 研究授業(第8時)

ア 主題 研 究課題 発見へ向 けての班活動[班 学習3]

イ 本時 の 目標

班学習 やその補充学 習で培 った基礎 的理解 と、個人学習 で調 べた内容 を もとに、班 の

研究課題決定 へ向 け、話 し合 い活動 を行 う。

ウ 本時 の展開

時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点
　

・前時 までの学習 の流れ を確認す る
。 ・あ らか じめ 座 席

導入
学習内容の確認

・本時 の学習 目標 と方法 の説明を行 う。 を班 ご と に し、

(5分) 年表 を用意 して

お く 。

・班 ごとに、個人学 習で調べた内容 を発

展開 表 し合 う。
取材内容の発表

1 →あ らか じめ個人の学習内容をカー

(歴 史年表作成2)
(15分) ド化 してお き、年表 の別欄 に組

み込 む 。

展開
・展 開1で 完成 した年表 を見 なが ら、新 ・机 問巡視 に よ り

2 班 での話 し合 い
たな発見 、関心 、疑 問を班 内で発 表 し 助 言等 を行 う。

合 う 。
(15分)

・発 言 は 、記 録 して お く。(→ 資料 参 照)

展開
・発 表 内 容 に つ い

3

(10分)

班 での話 し合 いの

内容 の発表

・展開2の 話 し合 いの 内容 を班 の代 表者

が報告す る。

て 、 助 言 、 指 導

を行 う。

・本時の取 り組み につ いて 口頭 によ る評 ・評 価 は、 話 し合

価を行 う。 い活動 にお け る
ま とめ

評価と次時の予告 ・次 時 は、 展 開2で 生 まれ た発見 、関心 、 意 欲 な ど に っ い
(5分)

疑問を もとに班 ごとに研究課題を決 定 て行 う。

し、 研 究 活 動 を 行 うこ とを 告 げ る。

工 本時 の評価

班学習 やその補充学 習で培 った基礎 的理解 と、個人学習 で調 べた内容 を もとに、班 と

して の研究課題決定 へ向け、活発 な話 し合 い活動 が行 われ たか。

関心 ・意欲 ・態度 ………班活動 に対す る積極性。(発 言等)

技能 ・表現 カー ド化 された個人 の発表内容 につ いて評価す る。

思考 ・判断 班 での話 し合 いの記録 に もとつ いて評価す る。
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國
記 録 用 紙

陣 学習31で 新たに解・たこと、発肌 たこと、疑問に思・たことなどを・簡条
書 きで記く してみ よう。

[組 班]1班 員名

新たに解 ったこと、発見 した こと、疑問に感 じたことな ど 発諸 名1

1
1
1
1
1
1

1
lI

1
1

麹
魏驚軍曝

廓

幣
へ

低

、!

!

班で決定した研究テーマ

テーマ設定の型由

発 表方法の アイディアなど

『

班 ・自己 評 価 カ ー ド
評価はABCで …

質 問 評価 理 由 等

協力して活動できましたか

発 言は、活発で したか

研究 テーマの設定 は適 切で したか

発表方法は適切で したか

発表内容は、皆に十分伝わりましたか

珊員の なかで もっとも活躍 した人は、またどんな点がよか ったです か…

個 人 ・自 己評 価 カ ー ド

質 問 評価 理 由 等

事前学習は、意欲的に取り組めましたか

班学習では、積極的に活動できましたか

班で行 った学習 は、 瞥段の学習 と くらべ、どのよ うな点が よか ったです か、

また、困 うた点 などが あれは記入 しなさい。

今回の学習全体を通 じての感想をのべなさい。

(6>研 究授業 の考 察

ア 授業外 の個人学 習 につ いて'

第8時 で使用す るカー ド2(個 人学習 で取材 した内容 の抜粋)の 基礎 となる もので、

研究授 業を実施 し、改 めてその重要 さを痛感 した。

生徒 の取材活動 はお およそ次 の2っ の タイプに分 かれた。

A戦 争経験の ある方 々よ り、 その体験談 を直接聞 き レポー トを作成 した。

B地 域の図書館 などで郷土史 などの資料 を もとに レポー トを作成 した。

今 回の授業で は、 レポー ト作成 を夏季休業 中の課題 と した。 日常 祖父母 と同居 して い

ない生 徒 も帰省を機会 に体験談 を聞 け るのでは、 と考 えたか らであ る。 もちろんそ こに

は、Bよ りAの 取材活動 の方が、生徒 に とって強 くア ピールす るものが あるだろ うと い
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う予測 があ った。 したが って、課題を指示す る際に も、で きるだ け体 験談 を聞 く努 力 を

生徒 に求 め た。

提 出 され た レポー トを点検 した結果、学級40人 の うち25人 の生徒 が、 なん らかの形 で

戦争 体験者 の声を聞 くことがで きた。

研究授業 における生徒活動 の観察、 また終了時の記録 用紙 の点検 によ って、一 つ の傾

向が現 れて いる。 それは、Aの 体験談を直接聞 くことがで きた生 徒 は、 その後 の授 業 に

対 して も、大変意欲的 であ ったとい うことであ る。 この ことは、生徒 が、体験者(多 く

は肉親)の 話を聞 くことによ り、歴史を身近 な もの と して、 また 自分 自身 に強 く関 わ る

もの と して と らえ た結果 と思わ れる。

歴 史的分野 の学習 において、 この単元 は取 材、資料収集 な どによ り、直接歴史 を感 じ

取 ることが可 能 な数少 ない教材 である。研 究のね らいを達成 す る上 で、今回 の指導 方 法

の工 夫 は大変有効 な手段 であると思われ る。

イ 第8時 研 究授業(班 学習3)に つ いて

前 もって作成 した年表(歴 史年表作成1)に 、 カー ド2(個 人学 習で取材 した内容 の

抜粋)を 組 み合わせ る ことによって生 じる新 たな興味 、関心 、疑 問を発表 し合 う活 動 で

あ り、同時 に、次 の段階で ある班 の研究課題 を決定す るための基礎 となる活動 であった。

アでのべた ように、取材 内容 によって若干 の差 はあ ったが、すべての生徒 が自分 の レ

ポー トよ り抜粋 した内容 を班 内で積極的 に発表 し、意見交換 を行 うことが で きていた。

特 に、通常 の授業 で は知 ることので きない重要 な体験 に接 して驚 き、そ こか ら多 くの疑

問 や関心 が生 まれた。

ある班 では、兵士 と して戦争 を経験 した人 が 「死 を恐 れて いなか った」 ことに関 心 を

持 ち、「なぜ、当時の人 々は死 ぬことを恐 れなか ったのか、 どの よ うな考 え方 を して い

たか らなのだろ うか」 とい う疑問 が発表 され た。 また、別 の班 で は、「学 童疎 開 にっ い

て もっと詳 しく調 べてみたい」「あんな大 きな痛手 か ら日本 はど うや って立 ち直 って き

たのか」 などの意 見が発表 された。授業後 、記録用紙を点検 した ところ、合計71の 疑 問

や関心が記入 されていた。

授 業全体を通 して、生徒個 々の積極的 な話 し合 い活 動が随所 に見 られ、おおむ ね本 時

の 目標 は達成 され たと思われ る。

ウ 評価 につ いて

本時 の授業 は、班学習や その補充学 習で培 った基礎 的理 解 と、個人学習 で調 べ た内容

を もとに、班 と しての研究課題決定へ向 け、活発な話 し合 い活動 が行 われたか ど うか が

評価 のポイ ン トとなって いる。

結果 と して、授業外の個人学習の充実が、関心 、意 欲、態度 に大 き くかか わ るこ とが

判明 した。また、 カー ド2に 記載 された個人の発表 内容 を歴 史年表 に貼 りなが ら行 う班

の活動 は、発 表の技能を高め、表現 す る力を培 う上 で非常 に効果 的で あ り、 同時 に班 員

相互 の意見交換 に より思考 力、判 断力 が高め られ ることがわか った。
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4研 究の まとめ と今後 の課題

歴史的秀科 会で は、「主体 的な学習 を通 し歴史的事象 を多角的 に考察 、判 断 し、 自 らの生

き方 に生か す力を育 て る指導方法 の工夫」を主題 と して研究を進 めた結果 、次 の点 を明 らか

にす る ことがで き、 また今後 の課題が明確 になった。

(1)研 究 のま とめ

ア 主体 的 な学習活動 の一方法 として 、取材、資料収集、発表、話 し合 いを もちいて 自 ら

活動す る授業 の展開を めざす場合、個人 の取材、資料収集 の充実 が大切であ り、身近 で、

具体 的な取材対象が あれば、多 くの単元 で用 いる ことが可能 な手法 である。また、発表、

話 し合 いを通 して生徒一人一人 のか かわ りは主体的 な もの とな り多角 的に考察 し、判 断

す ることによ って、思考力 、判断力 、表現力 の向上 に効果的 であ った。

イ 自 ら取材 し、生徒中心 の学習活動 によ って歴史上 の史実 を追体験 し、発見す る学 習 に

よ って、一斉授業 よ り効果 的な興味 、関心 を引 きだす ことがで きた。 また、 ひ とっ の発

見 か らよ り深 い理解 を追求 しよ うとす る意欲 が生 まれ、学習意 欲の喚起 には効果 的 で あ

る。平 和 の尊 さや、命 の尊厳 にかかわ る第二次世界大戦 の単元 を取 り上 げた ことで 自分

の生 き方 だけでな く、指導者 の予想以上 に、祖父母 や父母 が生 きて きた現実 と、現 代 社

会 を認 識 して 、次 の世代 にあ るべ き理想 的な社会 を 日本 と世界 の関わ りの中 で考 え させ

ることが で きた。

ウ 学 習内容 を再構成 して、適切 な課 題を設定 した学 習を取 り入れ た ことによ り、取材 、

資料 収集 、発表 、話 し合 い等 の活動 は、生徒 の興 味、関心 、意 欲を引 き出す うえで効 果

があ った。指導計画 の第1時 にお ける単 元の導 入授業 は、その後 の授業 で生徒 の興味 、

関心 、意欲 を引 き出す うえで最 も重 要な ポイ ン トとな るため、生徒 に強 い印象 を与 え る

教 材、資料等 の用意 に努 あ るとともに、単 に戦争 の悲惨 さに気付かせ るだけでな く、 そ

の原 因や理 由等 にっいての疑問を抱 かせ る指導 の工 夫を図 ることが大切 であ る。評価 に

っ いて は、 自己評価 カー ド等 を活 用す ることによ って、生 徒一 人一人 が、 自分 自身 を振

り返 る ことがで きた。

(2)今 後 の課題

本研 究を通 して、取材 、資料収集 、発表、話 し合 いを もちいて授業を展開 す ることが主

体 的な学 習活動 を展開す るうえで有効 な指導方法 であ り、身近 な具体的 な取材対 象が あ れ

ば、あ らゆる単元 で用 い ることが可能 な手法 であ ることがわか った。 この取 り組 みを よ り

効果 的に活用す るためには、直接 の取材活動 がで きるよ うな教材 の開発を行 い、指導 計 画

に位置 づ ける ことが必要 であ る。そのために は、学校 間での情報 交換を今 まで以上 に活 発

にす ることが大切 であ る。そ して、その上 で、調査項 目やま とめ方、発表方法 にっ いて計

画 的、段 階的 に指導 を進 め、適切 な助言 、援助 を行 うことが大切 だ と考 え る。

さらに、評価 にっ いて は、評価計画 をたて るとともに、よ り生 徒の学 習意欲を高 め る よ

うな フィー ドバ ックにっ いての工夫 を図 ることも今後 の課題 であ り、継続 して研究 を続 け

たい。
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公民的分野

生徒 の主体 的 に学 び続 ける意欲 ・態度が育っ多様 な学習活動を取 り入 れた授業 の改善

一 「雇 用 と労働条件」の学習を通 し思考力 ・判 断力 を深 め
、表現力 を高 め る学 習活動 一

1主 題設定 の理 由

現 代社 会 は、科学技術 の進歩 と産業 の進展 によ って、また情報 化、国際化の押 し寄せる中で、

産業構造 の急速 な変化 を もた らした。 それに伴 って 日本 の伝統的 な雇用制 も揺 らぎ、国民 の労

働観 や価値観 も変わ りつっ あ る。我 々の試 みた意識調査(中 学3年 生 を対象 に した6校 の サ ン

プル)の 結果 か らも、職業 に対す る意識傾向 は安 定性を志向 しっっ も能力賃金制 を求 め る意 見

が6割 を占めた。 これ は現代社会の労働観や価値観 の変化 に敏感 な反応 を示 した もの と考 え ら

れ る。 また週休2日 制 の広が りに伴 う余暇の増加 と経 済情勢 、 さ らに今後 の雇用情勢 等 に も少

なか らず影響 が出て くるもの と考 え られ る。

こ うしたと き、刻 々 と変化 す る社会 的事象 を学習対象 とす る社 会科 は、生涯 にわた って学 び

続 けて い く能力 の基礎を養 うと同時 に、「公民 的資質 の基礎 を育 成 す る 」 こ とが求 め られて い

る。 しか し、現実の授業 は、 いわゆる知識詰 め込み の一斉授業 に陥 りやす く、生徒 は学習 に対

して受 け身 にな りが ちで あ る。従 って、公民的分野 の目標 「(4)社会的な事象 を確実 な資料 に基

づ いて様 々 な角度か ら考察 し、事実を正確 にと らえ、公正 に判 断 す る能力 と態 度を育て る」 こ

とには、なか なか結 びっ きに くい。生徒の主 体的な学習を促 し、社会 的事象 に対す る関心 を高

め るために は、生徒 が 自分た ちの生 活経験 に基 づ き、社 会的事 象 の中か ら自分 自身 にかか わ る

切 実 な問題 を追求 し、 自己の社 会生活 との関 わ りを深 めて い く学 習を意図 した。

そ こで学習内容 と しては、学習指導要領 の公民的分野 「(2)国民生活 の向上 と経済」 の 「イ。

国民生 活 と福祉」 の 「雇用 の労働条件」 を取 り上 げた。 この項 目を取 り上 げた理 由 は義務 教 育

の最終学 年 にあた り、3年 間 の進路(生 き方)指 導 の積 み上 げの成 果を生 かせ る こと、 また授

業 で学 んだ ことが単 に一過性 の学習 に陥 ることな く、む しろどの生徒 に とって も生涯 の課 題 と

な って自 らが解決 して いか なければ な らず、 それを考え る契機 にな り得 るとと らえたか らであ

る。 さ らに学校 も社 会 も休 日が増 え る中 にあって、 目的を もった余暇 の過 ご し方 を考 え る機 会

に もな ると考 えたか らで ある。

本研究 で は、 さまざまな学習活動 の中か ら討 議法の一 つで あるデ ィベー トを中心 に して、 し

か もデ ィベー トを直接 に担 当 しない者 に も紙上 のデ ィベー トを課す ことで、生徒 の思 考力 。判

断力 ・表現力 が高 ま り、学 習活動 に対 す る成就感 や満足感 が得 られ、 その結果 と して、主体 的

に学 び続 ける とい う意欲 ・態度 が育 っ と考 え、上記 の主題 を設定 した。
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2研 究のね らいと研究 の方 法

(1)研 究の ね らい

ア 身近 な社会 的事象(雇 用 と労 働条件)を 題材 と し、生 徒が興味 ・関心 を高 あ るよ うな

資料 などの教材 の提 示方法や構 成を工夫す る。

イ デ ィベー トを通 して生徒の主体的 な資料収集 や選択、発表 など一人一 人の生徒 が主 体

的 に学習 にかかわ り、 自 ら考え意欲的 に学習す る態度を育成す る。

ウ 現代 の社 会生 活の変化の中での雇用 と労働条件 の実態 と変化 にっ いて理解 を図 り、 今

後 の職業生活 に生 かそ うとす る態度を育成す る。

(2>研 究 の方法

生徒 は 自ら課題 を持 って考え た り、行動す るなど、 目標を明確 に して学 習に取 り組 ん で

いる ときに は本当 に生 き生 きと目を輝かせ る。 自分 の意志 で学習 を進 め ることが で きる と

き、生徒 は多少の困難が あ って も、 それを乗 り越えていく。その中で学習に対す る充実感 ・

成就感 を体 得 し、 さ らに学ぶ意欲 を高 めてい く。生徒 が主体 的に取 り組 む学習活動 を重 点

に、下記 の仮説 を設 定 して研究 を進 めた。

一 研 究 の 仮 説 一一

・自 ら考 え た り、それ を発表す る能力 や表現力を高 め る。

・様 々な課題 を 自分の意思 で切 り開 いていけるだけの思考力 ・判 断力を高 める。

・様 々な課 題解決の必要性 を感 じ、 その見通 しを もっ。

これ らの ことか ら、生徒 が主体的 に学習 し、生涯 にわた って学 び続 ける1

意欲 ●鰍 幡 われる・
__」

上記 の仮説 を以下の手順で検証す ることに した。

ア 生徒 が現在感 じて いる問題点 を知 るために、職業 に関す る生 徒の意識 調査を行 い、 実

態 を把握 す る。

イ ロー ルプ レイによ り、雇用 問題 の疑似体験 を通 し、生徒 の興 味関心 を高 め る。

ウ 生 徒が 自 ら資料収集 や選択 がで きるよ うに、労働 問題 に対 す る基礎 的 な知識 を身 に付

け させ る。

工 調査 活動 や話 し合 いを通 し、 自分 な りの考 えを深 あ る。

オ デ ィベ ー トによ り、 自分 の考 えを相手 に分 か りやす く伝 え る表現力や聞 く力等を養 う。

3指 導計画

(1>単 元名 「雇用 と労働条件」

② 単元 の 目標

ア 日本 の労働条件 の現状 を知 り、それ らの諸 問題点 にっ いての基礎的な理解を得 させ る。

イ 日本 独特 の雇用形態 であ る 「終身雇 用制度 ・年功序列 賃金」を通 して 、個 人や企業 の

在 り方 につ いて考え させ るとともに、職業 に対 す る意識 を深あ させ る。
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「雇用と労働条件」指導計画

〔雇用 などの労 働問題 に対 す る課題 意識を持 たせ る] 興味 ・関心

第

1

時

導 入…事前 テス トを行 い、生徒 の知識 ・理解 の様子 を知 る。

職業意識調査 の結 果を提示 し、感想 を求 あ る。

展 開…意識調査 の結果 を もとに、他 の資料 も提示 し、現代 の雇用 の諸 問題 にっ いて話

し合 わせ る。

「現代 の雇用 に関 す る問題点 と してどの様 な ものがあるか。」

まとめ… ロールプ レイの課題 を与 え る。

デ ィベー トの論題 を決定 し、調査 ・資料活用 などの方法 を説 明す る。

デ ィベー ターを決定 し、デ ィベー ト参考 資料 を配布す る。

[雇 用 ・労働問題 の現状 を知 る]

第

2

導 入 …雇 用 問題 の ロー ル プ レイ

課 題 意 識 を 深 め る。

展 開 …現 代 の雇 用 や 労 働 条 件 の 様 々 な問題 に っ いて説 明 す る。

(ワ ー ク シー トに よ り、 基 礎 知 識 を 身 に付 け させ る)

ま とめ … 次時 の デ ィベ ー ト準 備 を 指 示 す る。

デ ィベ ー ター と は別 に 、 各 自の意 見 を確 認 し、紙 上 デ ィベ ー トの 説 明 を す る

興味 ・関心 、知 識 ・理 解

(企 業 の リス トラ、女子 大生の就職難 など)に よ

[課 題 の追 求]資 料 活 用、 思 考 ・判 断

デ ィベ ー ト準 備

・デ ィ ベ ー トの資 料 ・マ ニ ュア ル を も とに、 準 備 を行 う。

・デ ィベ ー トを行 わな い者 は、紙 上 デ ィベ ー トを行 い、 デ ィベ ー トの流 れ を予 想 させ る。
時1

[課 題 の深化 ・補 充]資 料 活用 、思考 ・判断、表現

デ ィベ ー ト 論 題 「終身雇用制(年 功序列賃金)は な くすべ きである」

導 入 …論 題 を提 示 し、 役割 分担 の確 認 を す る。

展 開 … デ ィベ ー トの 実施G

(デ ィベ ー トは短 時 間 で 行 い、判 定 者 か らの意 見 ・質 問 な どを 多 く出 させ デ ィ

ス カ ッ シ ョ ンに近 づ け る よ う工 夫 す る)

ま と め … デ ィベ ー ト後 の 自 己評 価 。

教 師 の講 評 、 レポー トの課 題 を提 示 す る。

部分 は、各時 における評価 のお もな観点 を示 して いる。
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4展 開例

魍 雇用と労働の現状 その1
(1)本 時 の 目標

① さ ま ざ ま な労 働 観 が あ る こ とに気 付 く。

② 雇 用 と労 働条件 の課題(男 女雇用の機会均等 、男女の賃金格 差、 日本型労 働形態)を っかむ。

③ ロ ー ル プ レイ、 デ ィベ ー トに意 欲 的 に取 り組 あ るよ うに意 識 を高 あ る。

(2>本 時 の 展 開

学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導

雇用と労働条件

現代の中学3年 生の

1.プ レテ ス トを受 け る(10分)

2.『 職 業 に 関す る意 識 調 査 』(事 前 に行 った
1・全員が目を通せるよ うに、時間 を

職業に関す る意識 意識調査のまとめ)の プリントを見る。 保証する。

(さまざまな労働観) 3.意 識調査のまとめにっいて、教師か らの ・自分 とは異なる考え方の人が どれ

入 説明を聞き、現代の中学3年 生の職業 に だけいるかを捕 らえさせる。

関する意識の大枠をっかむ。

男女雇用の機会均等 4.「 女 性 は いっ まで 働 くか?」 につ いて 、 ・こ こで は 、各 自記 入 させ るだ け 。

デ ー タ(Q11)を 確 認 す る。

自分自身はどう思 うか、また、なぜそ

展 う思 うの か を考 え 、 ワ ー ク シー トに記 入。

男女の賃金格差 5.『 同年齢の男性と女性の賃金格差』 の資 ・女性 の賃金の低 さは、結婚 ・出産

料を見て、現実の女性の社会で雇用状況 による退職 と、その後の職場復帰

を確認する。 時 における労働形態の変化による

6.『 意 識 調 査 』 のQ6、Q8の デ ー タ か ら ものが大 きいことを押さえる。

「会社への執着度」 と 「給料制度」 に対 ・ 『意 識 調 査 』 で は、 「い や な こ とが

する意識のズ レについて考える。 あって もで きるだけ今の会社 で頑

自分自身はどう思 うか、また、なぜそ 張る」と終身雇用制を望む生徒が

う思 うの か を考 え 、 ワー ク シー トに記入 。 多い反面、能力制賃金制度を望む

開 記入した考えをもとに、自主的に、ま 生徒 も多い。現在 の日本型労働形

たは指名を受けて何人か考えを表明する。 態 ではこれは矛盾 して しまうこと

日本型労働形態 7.日 本型の労働形態(終 身雇用制、年功序 を指摘 しっっ、現状を知 らせてい

列賃金等)に ついて、説明を聞く。 く 。

デ ィベ ー トの説 明 8.今 回 の デ ィベ ー トの テ ー マ ・や り方 ・調 ・資料 を配布 し、今後の授業の進め

査方法の説明を受ける。 方 もあわせて説明する。

ま デ ィベ_タ ー の決 定 9.デ ィベ ー ター を 決定 す る。 ・デ ィ ベ ー タ ー は 希 望 者 を 募 る が 、

と

圏ど竺 謹 鵬儲i饗

出ない場合は次時までに決定 して

簾蕪輪
(3)本 時 の評価

① 労 働観 は一様で はな く、 さまざまな労働観が ある ことに気付 いたか。

② 雇 用 と労働条件の課題 をっか めたか。

③ 積極 的 に次時 の課題 に取 り組 もうと したか。
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[i亟][雇 魎 働の現状 その2

〈1)本 時の 目標

① ロールプ レイを通 じて 、雇用 と労働 に関す る問題点を見っ め直 し、現状 を理 解す る。

② 日本 の雇用 と労働条件 について、自分 な りの考えを持っ。

(2)本 時の展 開

導

学 習 内 容[ 学 習 活 動

入i

雇用と労働に関する問

題に対する関心

展

開

ま

と

め

男女雇用の機会均等と

雇用形態

雇用 の システム(昇進 ・

昇級 に関す る能力主義

と年 功主義)と 労働時

間

企業の リス トラと失業

問題

雇用と労働に関する日

本の現状

1.ロ ー ル プ レイ1(女 子 大 生 の 就 職 難)を 見

て(演 じて)、 ワ ー ク シー ト① に感 想 を 書 く。

2.ロ ー ル プ レイ2(能 力 主 義 の 弊 害)を 見 て

(演 じて)、 ワー ク シー ト① に感 想 を 書 く。

3.ロ ー ル プ レイ3(50才 の出 向)を 見 て(演

じて)、 ワ ー ク シー ト① に感 想 を 書 く。

4.ワ ーク シー ト②に記されている、3っ の ロー

ル プ レイの台 本 を見 て、 それ ぞれの中 で 、

「ここはおか しい、 ここは納 得で きな い、 こ

こは もっとなん とか な らないか」 というよ う

な点 を ピックア ップす る。

5.ロ ールプ レイ1に っいて、数名が感想や ピッ

クア ップ した点 を発表す る。

男女雇用 の機会均等が実現 しているか考え、

各 自の意見 を出 しあう。

男女雇用 の機会均等の現状、雇用形態な ど

につ いての教師 の説明 を聞 く。

6.ロ ールプ レイ2に っ いて、5と 同 じ活動を

す る。

能力主義 による昇進、昇級をどう考えるか、

各 自の意見 を出 し合 う。

日本国 内の昇進制度 、給与 システム、働 き

す ぎ(過 労死)な どの現状 につ いて、教師の

説明 を聞 く。

7。 ロールプ レイ3に ついて、5と 同 じ活動 を

す る。

企業 の リス トラについて どう考 えるか、各 自

の意 見を出 し合 う。

定年制 、失業 時の雇 用保険 、ハロー ワー ク

(公共職業安 定所)、不 当労働行 為などにっ い

て、教師の説明 を聞 く。

8.日 本の雇 用の抱 える問題点 の中で、今日の

授業 であっか った ことを整理 す る。

9.次 時の授業 内容 の予告 。

指 導 上 の 留 意 点

・ワー クシー ト① を配布 してか ら、 ロールプ レ

イに入 る。 ロールプ レイで はあま りかた くな

りす ぎないよ う、気を配 る。

・ロールプ レイ1～3は 、いずれ も生 徒 にとっ

て実体験のな い場面設定で はあるが、将来体

験す る可能性の ある問題 と して捕 らえ させ 、

興味 ・関心を持 たせ る。

・ワ ー ク シ ー ト② は、 す べ て の ロー ル プ レイ が

終 わ って か ら、 配 布 す る。

ロールプ レイは台本 な しの状 態で見た方が

生徒が真剣 に見 ると同時 に受 けるイ ンパ ク

トも大 きい。

・男女雇用機会均等法 は罰則規定 がな いために

強制力が伴わ ないことや、今年 の就職状況 に

触れ る。雇用形態 にっ いては、正社 員 と臨時

雇 いに大別す る程度 にとどめて、 自営業者 の

存在 にも触れ る。

・昇進、昇級 につ いて、伝統的 な年 功 による制

度 と近年増加 しつつ ある能 力によ る制度 の違

いを把握 させ る。働 き過 ぎに よる過労死 も説

明 し、 その中 で他国 との労 働時間の違 いに触

れ る。

・失業 した らど うなるのか、 どういうときに リ

ス トラが行 われるのかを、考え させ なが ら説

明 して い く。

・今 日の授業 で出た様 々な意 見の違いを確認 し、

今後 のデ ィベー トへ発 展 させ るよう導 く。

・第1時 に配布 した資料 と各 自用意で きる資料

を持 って くるよ うに指示 す る。

(3)本 時 の評価

① 雇用 と労働 に関 す る問題点 と、 日本 の現状 について理解 で きたか。

② 望 ま しい雇用 と労 働条件 につ いて各 自が 自分な りの考 えを持 てたか。
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匡壷藍][至 ⊥ づ」=トの漸 帝工終身雇 用制 ≦年功序列實金)一τま璽 了天 ぎ!であ重]

(1)本 時 の 目標

① 資料 収 集 した もの を 持 ち寄 り、 デ ィベ ー トの 準 備 や作 戦 を立 て る。

② デ ィベ ー タ ー以 外 の 生 徒 は 、紙 上 デ ィベ ー トに よ り次 時 の予 想 と意 欲 的 に取 り組 む た

め の準 備 を 行 う。

(2)本 時 の展 開

学習内割 学 習 活 動

資料の藤 に それぞれに持ち寄。た酬 から立論に必要なものを翻 酵 。

指導上 の留意 点

導

入

1紙 上
ディベー ・収 集 した資 料 か ら必 要 な 箇所 を情 報 カー ドに書 き出 す 。

トの準 備i・ デ ィベー ター以 外 の生 徒 は並 行 して紙 上 デ ィベ ー トの準 備 をす る。

・情 報 カ ー ド

・紙 上 デ ィベ ー ト用 ワ ー

坦
作 戦 を た て 《デ ィベ ー トを行 う班 》

る1・ デ ィベ ー トの作 戦 を立 て る。　

立論、反駁[A立 論を作成する。(立論カー ド)グ ループのメンバーが立論で使

最終弁論 … う内容を箇条書 きでまとめる.情 報か ドを利肌 て立論の1

・作戦カー ド

・各班の中でABCは 分

担 して同時進行で行 う。

・各班の進行状況に合わ

そ れ ぞ れ の1内 容 を考 え る。(15分)

輔 をする1こ こで立論 カー ドの交擬 そテう。

E

せ て ア ドバ イ スす る 。

・模 造 紙 、TPシ ー ト、

;B反 駁を検討する。 フ ァ ッ ク ス原 紙 な ど必

相手の立場を予想 し、これに対す る反駁 の資料を用意 し、 ま}要 に応 じて用意する。
展i

l

た相手の反駁 も予想 して・その反論を用意す ・・特 に・相手 卜 時間配分について も細

の立論力一 ドを利用 して徽 を立てる・1か く鱒 する・

C発 表 の 準 備 を す る 。 ・ デ ィ ベ ー タ ー の 班 で デ ィ
1

一.灘1轡 醐 暇 舗 鰯 し'

1ベ ー トに参 加 しな い生

徒 が い な い よ う指 導 す

る。

立論、反駁、最終弁論などの時間配分を確認する。

・発 表 内容 を 分担 し、 デ ィベ ー トに 備 え る。

《デ ィベ ー トを行 わ な い班 》 ・デ ィベ ー タ ー の班 とは

開
・デ ィベ ー トを行 わ な い生 徒 に は 、 紙 上 デ ィベ ー トを 行 わ せ る 。 別 に紙 上 デ ィ ベ ー トを

(個人単位) 行 うためお互いに集中

自分で集めた資料や、配布 された資料 にもとづ き自分の立場 力が欠けないように注

を明 確 に して ワー ク シ ー トにそ って デ ィ ベー トを 行 う。 意 す る。

立論、反駁、最終弁論に使 った資料 は最後にはきちんと書 き ・自分の考えや疑問点を

込 む 。 ワー ク シ ー トに記 入 す

あくまでも自分の意見を記入 し、次時のディベー トできちん る 。

と討論に参加できるような準備と、質問事項 も考えワークシー

トに記 入 す る。

ま
リハ ー サ ル ・本 番 と同 じよ うに 時 間 を 計 って デ ィベ ー トの リハ ー サ ル を行 う。 ・本 番 の デ ィベ ー トを想

と を 行 う。 定 して練習する。

め ド ワー ク シー トを集 め る。1

(3)本 時 の評 価

① 資料 を 収 集 し、 デ ィベ ー トの準 備 を行 った か 。

② デ ィベ ー トに向 けて 効 果 的 に資 料 を活 用す る工 夫 を した か 。

③ デ ィベ ー タ ー以 外 の生 徒 が紙 上 デ ィベ ー トに よ り次 時 に 向 けて の 準 備 が意 欲 的 に 行 え

た か 。
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圏
ω

①

デ ィベー ト 「終身雇用制(年 功序列 賃金)は な くすべ きで ある」

本時 の 目標

我 が国の伝統的 な雇用形態で ある終身雇用制(年 功序列賃金)を 通 して、企 業か らの

見方 、労 働者 か らの見方を考 える。

② 討論 の中で資料を活用 した発表がで きる。

③ 討論 に積極 的 に参加す る態度を身 にっ ける。

(2)本 時 の展 開

学習 内容 学 習 活 動 指導上 の留意 点

導

入

論題の確認

自分の考え

(3分)

「終身雇用制(年 功序列賃金)は なくすべきであ る」 とい う論題

の確認をする。

判定者の立場を確認する。(挙手)

・それぞれの立場を確認

しディベー トの準備を

す る。

展

開

デ ィ ベ ー ト 1,立 論それぞれ(4分)

2.作 戦タイム(2分)判 定者は判定表に記入する。

3.各 側か らの反対尋問(2分)

〔第一反駁〕

4.自 由討論(5分)

5.作 戦 タイム(2分)判 定者は判定表に記入する。

6.最 終弁論それぞれ(3分)

〔第二反駁〕

7,デ ィベーターと判定者による自由討論。

それぞれの立場の補足、判定者からの質問等(5分)

8.判 定 カー ド記入(3分)デ ィベーターは自己評価 カー ドに

記入する。

《予想 される賛成側の主張》

i

ド 鷺1麟 が難しく'適した職業ではな嚇 我騰
・社会の活性化のためには能力制がよい。

・個人の特性を生かしにくい。

・中途退職、中途採用者が増加 している。
・終身雇用制は、労働者にとって出口のない圧力釜のような もの。
・国際化の中で、現行のままでは世界の国々か ら取 り残 されて し

まう。
・年功序列制ではあるが、現実には能力制の部分が多い。

《予想される反対側の主張》
・経済的に安定する。

口 能力制では、失業者の増加や落ちこぼれる人が多 くなる。

1
・会社内の人間関係がスムースになる。

・年金支給までの期間の生活保障が必要である。

1:灘 雛 獄 下難 鶴 ちけられ、.
・日本 独 自の 経 営 シス テ ムで あ り

、 日本人 の考 え 方 に あ って い る 。

9.判 定(2分)

・司 会 は教 師 が 行 う。

・計 時 を厳 密 に 行 う。

・ワ ー ク シー ト

・デ ィベ ー ト判 定 表

・自己 評 価 カ ー ド

・作 戦 タ イ ム の 時 間 、判

定 者 に は判 定 カ ー ドに

記 入 さ せ る。

・で き る だ け多 くの 生 徒

の 発 言 を促 す 。

ま

と

め

終身雇用制

の問題蜘
(10分){

終身雇用制が果た してきた役割 と課題 にっいて考えたことをまと ・ワークシー ト旨

編 蘇;悪 撫 。ボー,にまとめ後日提出す、■'レ ポ　 龍}

(3)本 時の評価

① 日本の終身雇用制 の実態 や課題を考え ることが で きたか。

② デ ィベ ー トに積極的 に参加 し、資料を活用 した討論がで きたか 。

③ 相手 の立場を理解 し、 自分 の考え や意見を持 つ ことがで きたか。
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5授 業の考 察

研究授業 で は、第4時 のデ ィベー トによる授業を行 ったが、指導計画全体 につ いて の考 察

を以下 に述 べ る。

4時 間構成 の授業展開 は、生徒 の意識調査 の結果 の提示や雇用問題 の ロールプ レイを行 い

生徒 の課題意識 、興味 ・関心 を高 め、 デ ィベー トによ って学習内容 を深 あてい くことをね ら

い とした もので ある。特 に ロールプ レイは、教師の作成 した台本 によ り生徒 が寸 劇を演 じた

ものであ るが、 日頃 ニュースなどで聞 いている ことで も実際 に演 じた ものを見 ることに よ り

生徒 が受 け たイ ンパ ク トは高か った。女子大生 の面接場面 に対す る感想 では男子生 徒 と女 子

生徒 との意 見が分かれ た り、 リス トラの場面 では、社会へ出て働 くことの厳 しさを知 るな ど

現代 の雇 用 に関す る問題点 を実感 できた。以上 の学習 を もとに、 「終 身 雇用 制(年 功 序列 賃

金)は な くすべ きで ある」 を論題 としてデ ィベー トを行 い、 日本 の雇用 と労働 条件 にっ いて

の学習 を発展 させて いった。

デ ィベー トに先立つ準備 の時間 には、デ ィベーターは立論や反駁 の作戦 を立 て、 デ ィベ ー

ター以外 の生 徒 は紙上 デ ィベー トとして資料 を用 いて個人 の立論 や反駁 、質問などを考 えた。

これは、論題 に対す る知識 ・理解 や独 自の意見を持 ち、 デ ィベー トの時 に判定 者が議論 に加

わ りやす い よ うにと考え て行 った ものであ る。 デ ィベー ト準備 は1時 間 で は足 らず、 グル ー

プで協力 して、放課後 まで残 って資料 を調 べた り、提示資料作成 な どの事前学 習 に取 り組 ん

で いた。今回の デ ィベ ー トでは、生徒 同士 の活発 な意見交換が で きるよ うに、 自由討論 の 時

間 を多 く取 りいれ た。 この試 みは成功 し、判定者か らの質問 ・意見 も含 めて議論 が たたか わ

され、予定 の時間を少 し延長 しなけれ ばな らないほどで あった。 デ ィベー ターの ほとん どの

生 徒か ら 「もっと時間が欲 しい」「討論 が盛 り上 が った ところで時 間 に な って しま って残 念

だ」 とい う声 が上 が った。賛成側、反対側 の両者 と も多 くの者を納得 させ うるだ けの意 見 を

出 し、生徒 の思考力 ・判断力 は確実 に高 ま ったといえよ う。 デ ィベー ター と して活動 した生

徒 の感想 として、「は じめの意見 か ら、 いろいろ 自分 で調 べた結果 、意 見 が変 わ った。 こ う

い うものは 自分 か ら分か ろ うと して調べ なければ いけないと思 った。」 とい う もの が あ り、

判 定者 の生徒 の感想 と して も 「私 は賛成側で あったが、反対側の意見 を聞 いてい ると納 得 で

きる点 も多 くあ った。」「両 方 と もうなず ける意 見だ った。 自分 と違 う意見 の人 の言 った こ と

も筋道 が通 っていて、その意見 の方 が いいかな と思 った。いろいろ違 う意見が聞 けて面 白か っ

た。」 などがあ った。 ディベー ト後の レポー トか ら判断 して もか な りの生徒 が デ ィベ ー ト前

後 で意 見の変容 がみ られ、生徒 が 自分 と違 う意見 を知 り、新 たな考 え方が生 まれ論題 に対 す

る学習 が深 ま ったと考察 で きる。最後 に、「今 まで考えて もみ なか った問題 だ けれ ど も、 調

べてみ ると非常 に興味 を持 った。数年先 には 自分 も働 くことにな るがそれ まで に今度 の問 題

につ いて考 えて いきたい」 とい う生徒 の声 があ った。 この ことか らも今回のデ ィベー トが生

徒 の主体 的に学 び続 ける意欲 ・態度 を育て るために、有効 であ った といえよ う。
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〈 「企 業 の リス トラ」 に関 す る ロー ル プ レイ の台 本 〉

場 面3社 長 室 登 場 人 物 …社 長A氏 ・課 長B氏

A:今 日、 君 に来 て も ら った の は他 で もな いが 、 うちの 会 社 は とて も苦 しい経 営状 態 にあ る。

わ か るね 。

B:は 一 。

A:役 員 の 賃 金 を 大 幅 に カ ッ トした り、 で き るだ け経 費 を 削 減 した が 、 まだ だ め だ 。 っ い て

は 、 会社 の組 織 を縮 小 す る こ と にな り、 君 は課 は 廃 止 に な った 。 そ こで 、 君 に は北 海 道

の子 会 社 に 、 来 月 か ら移 って も ら うこ と に した よ 。

B:え っ、来 月 で す か 。

A:ウ ム。

Blお 言 葉 を返 す よ うで す が 、私 も も う50才 で す。 家 に は受 験 を控 え た息 子 もお ります 。 で

きれ ば東 京 に お いて いた だ きた いの で す が …。

A:そ う言 わ れ て も、 も う役 員 会 で決 ま った こ とだか ら。 い や な ら、*割 増 っ き の 退 職 で も

い いん だ よ 。

B:そ ん な 一 。 今 日ま で一 生 懸 命 会 社 の た め に尽 く して きた の に、 あ ん ま り じゃな いです か 。

A:私 もっ らい ん だ よ 。 ま 一 、 よ く考 え て決 めて くれ 。

割増っきの退職…定年よりも早く会社の意向で退職した場合、普通の退職金より割増金がっく制度。

〈 職業に関す る意識調査結果(一 部)〉

Q.δ あなたが鋭聰した場合に,萄 盟する仕事以外の唖燐に配置されたら

とう†ると恩いますか.

o瓢10瓢20%30瓢4Q鷲50覧

」 」
ア.どんな仕事でも積

32髄橿的にがんばる
一

イ が2ん してその仕

亭を寸る42、

飢
を～酵て斬し、G場籔19、

一

"そ碗 撒 ・・

一
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6研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

公 民 分 科 会 で は 「生 徒 の 主 体 的 に学 び続 け る意 欲 ・態 度 が育 つ多 様 な学 習 活 動 を取 り入 れ

た授 業 の改 善 」 を 主 題 と して研 究 を進 め 、 次 の点 を明 らか にす る こ とが で き た。 ま た、 今 後

の 課 題 も明 らか に な っ た。

(1)研 究 の ま とめ

ア、 デ ィベ ー トに よ る学 習 は、生 徒 の思 考 力 ・判 断 力 を 深 め、 表 現 力 を高 め る た め に は効

果 的 で あ った 。生 徒 が 、主 体 的 に資 料 収 集 を行 い、 自分 の 意 見 を 構 築 し、発 言 す る こ と

に よ り主 体 的 に学 ぶ態 度 は育 成 され た 。 ま た 、討 論 を 通 して 、 自分 の考 え と は異 な る意

見 を聞 く こ とに よ り、新 た な視 点 か ら論 題 に迫 られ た こ と も重 要 な点 で あ った 。 特 に 、

自由 討 論 の時 間 を増 や した こ とに よ り、 そ の場 で相 手 の 意 見 に対 す る質 問 、反 論 や 答 弁

を考 え る な ど思 考 力 ・判 断 力 や表 現 力 は確 実 に高 ま った と いえ る。

イ 、 デ ィベ ー トの論 題 で あ る 「終 身 雇 用 制 度(年 功 序 列 賃 金)は な くす べ きで あ る」 に 迫

るた あ に 、 職 業 に関 す る生 徒 の意 識 調 査 を 行 い中学3年 生 の考 え 方 を紹 介 した。 ま た、

現 在 の雇 用 に 関 す る問題 点 を ロ ー ルプ レイに よ り劇 化 す る こ とに よ り、 実 態 を少 しで も

身 近 な もの と して と らえ られ る よ う工 夫 した。 そ の結 果 、生 徒 の興 味 ・関 心 を 高 め る こ

とが で き、 デ ィベ ー トへ の 参加 意 識 も高 ま った。

ウ、 デ ィベ ー ト準 備 の 時 間 に は、 デ ィベ ー ター以 外 の生 徒 に は紙 上 デ ィベ ー トを 課 し、 論

題 に対 して 自分 な りの立 論 ・反 駁 を考 え させ る こと に よ りデ ィベ ー トに対 す る参 加 意 識

を 高 め る こ とが で きた 。

エ、 デ ィベ ー ト終 了 後 レポ ー トを課 した が 、 デ ィベ ー トにお け る他 の者 の意 見 な ど を参 考

に して 、 自分 の考 え を深 め させ る こ とが で き た。

オ 、 事 前 と事 後 に小 テ ス トを行 ったが 、 学 習 内 容 の 知 識 ・理 解 の 項 目 に お い て 、 ほ と ん ど

の生 徒 の 正 答 率 が 高 ま った。

カ、 労 働 問題 を 生 徒 に と って 身近 な問 題 と して と らえ させ る こ とに は、難 しい面 もみ ら れ

た もの の 、学 び続 け る意 欲 ・態度 を 育 成 す るた あ の 内容 と して は適 当 で あ っ た 。

(2>今 後 の課 題

デ ィベ ー トを よ り効 果 的 な学 習 とす るた め に は次 の よ うな課 題 が残 った 。

・小 単 元 の指 導 計 画 で な く、大 単 元 で の指 導 計 画 の 中 で数 回 の デ ィベ ー トを 実 施 し、 全 員

に デ ィベ ー トを経 験 させ る こ とに よ り、学 習 意 欲 を 高 め る。

・1年 生 か ら資 料 を用 い て の班 学 習 や 個 人 の課題 学 習 を 数 多 く行 い
、 資料 の活 用 を工 夫 し、

発 表 の 機 会 を多 く とる こ とで討 論 が うま くで き る環 境 を っ くる。

・紙 上 デ ィ ベ ー トは、 一 定 の効 果 が 上 が ったが 、 デ ィベ ー ター以 外 の 生 徒 の 討 論 へ の 参 加

とい う点 で一 層 の 工 夫 が 必 要 で あ る。
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